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■研究調査レビュー

奄美の方言(2)

木部暢子（鹿児島大学法文学部）

２．１．３南奄美方言の音の特徴

(1)母音前号で見た北奄美方言は，母音を

７種類持っていて，それで発音が複雑になっ

ていましたが，南奄美方言（喜界島南部・沖

永良部島・与論島）では母音はa，ｉ，ｕ，ｅ，ｏ

の５種類です。そのうちｅとｏはａＬａｕな

どが融合して新たに生じた母音ですから，基

本的にはa，Ｌｕの３母音です。

で現れます。ただし，［h］になるのは力行の

うちの力，ケ，コだけで，キとクはキ［ki]，

ク［ku］です。つまり，立長方言では共通語

の力，キ，ク，ケ，．がハ［ha]，キ［ki]，

ク［ku]，上［Pilフ［Fu］と発音されるの

です。

ハ：ハギ［ka9i］（影）

ハディ［hadi］（風）

キ：キノー［kino:］（昨曰）

キム［kimu］（肝）

ク：クサ［kusa］（草）

クチ［kutjl］（口）

上：ヒブシ［PibuJi］（煙）

フ：ブイ［Fui］（声）

フミ［Fumi］（米）

なぜ，このようなことが起きるのでしょう

か。まず，ハ行子音がｐで発音されるのは，

日本語の古い時代（奈良時代）の発音が奄美

・沖縄に残ったからだと言われます。曰本語

のハ行子音が古くはｐだったということを最

初に言ったのは，東京帝国大学教授の上田
かずとし

万年（1868～1937）ですｶｺﾞ，そのきっかけ

はイギリス人のチェンバレン（BasilHall

Chamberlain，1850～1935）にありました。

チェンバレンという人は1873年に来曰し，

海軍兵学校寮教師,東京帝国大学博言学科(の

ちの言語学科）教授などを勤め，１９１１年ま

で曰本に滞在した人です。彼はアイヌ語や琉

球語（当時は琉球方言ではなく琉球語と呼ば

れていました）に興味を持ち，１８９３年には

１ヶ月ほど沖縄に滞在しています。チェンバ

レンがなぜ琉球語に興味を持ったかという

と,祖父の影響が強かったからだと言います。

彼の祖父，バジルホール（BasilHall）は英

図９南奄美方言の母音
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(2)ハ行と力行南奄美方言では子音に特徴

があります｡最も特徴的なのはハ行の子音で，
りっちよう

これカゴ［p］で現れます。与論南部の立長方

言の例をあげておきます。

パ：パー［pa:］（歯）

パナ［pana］（鼻．花）

パー［pani］（羽根）

ピ：ピギ［pigi］（髭）

ピジャイ［pi3ai］（左）

ピー［pi:］（屍）

プ：プニ［puni］（船．骨）

ブタ［puta］（蓋）

プー［pu:］（帆）

プユン［PUiuN］（掘る）

これと並行して，立長方言では力行が［h］
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（口を大きく開ける母音)，ｉ，ｕは狭母音（口

をあまり開けない母音）です。口を大きくあ

ける力・ケ．．ではｋ→ｈの変化が起き，口

をあまり開けないキ・クではこの変化は起き

なかったのです。このような変化とｅ→i，ｏ

→ｕという母音の変化が合わさって，ケ・コ

は結局，上［9iルフ［Fu］という発音にな

りました。

国海軍軍艦ライラ号の船長で，１８１６年に琉

球へやってきて，１ヶ月間，琉球に滞在しま

した。このとき著したのが「朝鮮西部海岸お

よび大琉球島航海探検記」（AnAccountofa

VoyageofDiscoverytotheWestCoastof
CoreaandtheGreatLoo-choolsland）です。

チェンバレンはこれに影響を受けて，曰本へ

やってきたのです。このチェンバレンから教

えを受けたのが上田万年でした。おそらく上

田の琉球語に関するｐ音の知識は，チェンバ

レンから得たものと思われます。

ハ行子音が古くはｐだっというのは，「光」

という語を考えると分かりやすいかもしれま

せん。ぴかり［pikari］と光るもの，それが

「光［pikari]」です。ハ行子音はその後，本

土ではＦに変化し，さらにｈに変化しまし

たが，南奄美方言や沖縄の宮古八重山方言で

は変化せずに，古いｐがそのまま現在も使わ

れているというわけです。

ところで，ハ行音がｐだとすると，今度は

力行音がｋからｈに変化する可能性が出てき

ます。なぜなら，ｋとｈは発音が近いからで

す。試しに力［ka］をちょっとルーズに発音

してみると，ハ［ha］になってしまいます。

本土ではハ行が先にｈになったために，力行

はｈになることができなかったのですが（も

し力行がｈになると，ハ行と力行の区別がで

きなくなってしまう)，ハ行がｐのまま残っ

た南奄美や宮古八重山では，力行がｈに変化

したのです。

図１１ハ行と力行の変化
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上の図を見ると，子音がｐのまま変わらな

かったハ行では，母音がｅ→i，ｏ→ｕと変

化したのに伴って，ピとぺ，プとポの区別が

なくなっていますが，子音が変化した力行で

は，母音が５つから３つに減少しても，子音

が変化することによって力・キ・ク・ケ・コ

の５つの音の区別が保たれています。言い換

えれば，母音の区別を－部，子音が肩代わり

しているわけです。似たようなことは，前号

で述べた龍郷町の力行でも起きていました｡ｅ

→i，ｏ→ｕの変化と子音の変化は，どうも

連動しているようなふしがあります。これに

ついては後に述べることにして，次に，喜界

島南部方言を見てみましょう。

喜界島南部方言のハ行と力行も与論島立長

方言とよく似ていますが，ｉとｕの母音の前

で子音が喉頭化している点が違っています。
しゆみち

喜界島塩道方言の力行の例をあげておきまし

図１０ハ行子音と力行子音の変化

〈本土〉〈南奄美〉

ハ行ｐ→ｈｐ＝Ｐ

力行ｋ＝ｋｋ→ｈ

しかし，なぜ力行の全部がｈにならずに，

力，ケ，コだけがｈになったのでしょうか。

それには,母音の発音が関係しています｡a,i，

u，ｅ，ｏのうちａ，ｅ，ｏは広母音・半広母音
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よつ゜

ハ：ハディ［hadi］（風）

ハタナ［hatana］（刀）

（Cf）カチュン［katlilN］（書く）

チ'：チ'ニュー［?dYiniu:］（咋曰）

チツ［?tliN］（絹（着物)）

ク'：クビ［?kubi］（首）

クスイ［?kusui］（薬）

上：ヒー［,i:］（毛）

ヒブシ［PibuOi］（煙）

フ：フミ［Fumi］（米）

フシ［FuUYi］（腰）

（Cf）クイ［kui］（声）

チ’［?tJi]，ク’［?ku］は息を出さずに喉頭

を閉鎖して発音する無気喉頭化音です。（Cf）

としてあげたように，単語によっては［k］

のままで現れることがありますが，基本的に

広母音・半広母音の力・ケ．．ではｋ→ｈの

変化が起き，狭母音のキ・クではこの変化が

起きていません。キ・クではその代わり，子

音が無気喉頭化しています。

ピヂ［pid3i］（肘）

ビラ［pira］（へら）

プ'：プ'二［?puni］（船）

プ：プニ［puni］（骨）

プシ［puJi］（星）

塩道方言でも，ｅ→i，ｏ→ｕの変化と子音

の変化は連動しているようです。

(4)母音の変化と子音の喉頭化与論島の立

長方言と喜界島の塩道方言の例を見ました

が，この二つの方言から分かることは，母音

の変化と子音の変化が連動しているらしいと

いうことです。では，どう連動しているので

しょう。

中本正智（1976）によると，奄美・琉球

方言の音変化はすべてｅ→i，ｏ→ｕの母音

の変化に始まると言います。これに関して，

私は別の考えを持っていますが，それは後に

述べることにして，まず中本（1976）の考

えを見てみましょう。

前号で述べたように，この変化はａｉやａｕ

などの母音連続が融合してｅ（広めの工）やｏ

（広めのオ）ができたことに端を発します。

前号の図８をもう一度あげておきます。

(3)無気喉頭化子音塩道方言は無気喉頭化

音の多い方言で，力行だけでなく夕行のチ・

ツやハ行のうに当たる音にも無気喉頭化音が

現れます｡無気喉頭化音が現れるのはもともとｉ

とｕの母音を持っていた音で，もともとｅやｏ

の母音を持っていた音には現れません（以下

の例のうち，チ'[?tJi]，トヴ[?､]，プ'[?pu］
が無気喉頭化音です)。

夕行夕：夕一［ta:］（田）

チ'：チ'一［?tli:］（血）

トヴ：トヴミ［?tumi］（爪）

トヴヌ［?tunu］（角）

ティ：ティー［ti:］（手）

トゥ：トゥリ［turU（烏）

トゥシ［tuJi］（年）

ハ行パ：パナ［pana］（鼻・花）

パー［pani］（羽根）

ピ：ピニ［pini］（髭）

図８母音の推移（２）

a’一二ｅ： :￣ａｕ

ａ

図８の変化が最後まで進むと，ａ，Ｌｕの

３母音体系ができるわけですが，３母音にな

ってしまうと，それまで区別していたイ段音

と工段音，ウ段音とオ段音が区別できなくな

ってしまいます。そこで，子音が喉頭化を起

こして，この区別を保とうとしたというので

す。
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二$3ニブ[lHiflL-ﾌ[、
ところで，ｅ→i，ｏ→ｕの変化は中本（1

976）によると，１５世紀ごろにはすでに起き

ていたのではないかと言います。また，近年

の研究によると，「おもろさうし』が書かれ

た16世紀から１７世紀にかけては，母音変化

が進行中であったと言います。ただし，これ

は琉球王朝の首里でのことで，奄美でも同じ

時期に母音の変化が起きたのかどうかは未詳

です。

表４

立長方言では変化がさらに進み，ケが上

［?i］に．がフ［Fu］に変化しました。一

方，ピとプはいったん獲得した喉頭性を失っ

て，ペ・ポと合流しました。

力行キ［ki］→キ’［?ki］→キ［ki］

ケ［ke］→キ［ki］→上［?i］

ク［ku］→ク’[?ku］→ク［ku］

．［ko］→ク［ku］→フ［Fu］

ﾊ行員ﾄﾄﾞ』二1=圏ﾆﾋﾟ[ﾛ］
二$:に二側]ﾕﾌﾟ皿

塩道方言は，喉頭化をかなり多く残してい

ますが，ピは喉頭性を失い，ペと合流してい

ます。

力行キ［ki］→キ’［?ki］→チ’［?tJi］

ケ[ke]→ｷ[ki]→ヒヒi]

ク［ku］→ク’［?ku］

．［ko］→ク［ku］→フ［Fu］

ﾊ行員:3二苣圏ニピ[ﾛ］
プ［pu］→プ'［?pu］

ポ［po］→プ［pu］

ちなみに，前号で取り上げた奄美大島龍郷

町方言（北奄美方言）の力行とハ行の変遷は

次の通りです。

力行キ［ki］→キ’［?kｎ

ケ［ke］→クィ［kI］

ク［ku］→ク’［?ku］

．［ko］→ク［ku］

ハ行ピ［pi］→ピ’［?pi］→ピ［pi］→上［９，

ペ［pe］→ブイ［pY］→フゥィ［FY］

(5)母音の変化が先か？しかし，最初に母

音の変化が起き，それが子音の変化を誘発し

たという説には，私は少し疑問を持っていま

す。確かにｉとｅ，ｕとｏが合流する南奄美

方言では，元の音の区別を保つために子音が

喉頭化する必要があったかもしれませんが,ｉ

とｅがｉとＹで区別される北奄美方言では，

キ［ki］／クィ［kf］という形で「き」と「け」

を区別することが十分可能です。実際，マ行

などは，ミ［ｍｉ］／ムイ［ｍｉｄで「み」と

「め」を区別しています。そうすると，母音

の変化が子音の喉頭化を誘発したとは必ずし

も言えないことになります。

その上，北奄美方言や喜界島方言では，キ’

［?ki]，ク’［?ku］だけでなく力［ka］にも

喉頭性が現れることがあります。また，語中

の力行子音はどちらかというと喉頭化してい

るように思います。

以上のことを考えると，喉頭化は母音の変

化に誘発されて，後になって生じたのではな

く，奄美・沖縄方言が根源的に持っていた特

徴だったのではないか，それに対して，母音

の変化はずっと後になって（おそらく１５世

紀より後に）起きたのではないかと思われる

のです。

では，上記の力行・ハ行に対して，どのよ

うな変化プロセスを考えればよいのでしょう

か。おそらく，次のようなものだったのでは

1２

力行 ハ行

キ[ki]→キ'[?ki］

ケ［ke］ －少キ［ki］

ピ[pi]→ピ'[?pi］

ペ［pe］ －＞ ピ［pi］

ク[ku]→ク'[?ku］

．［ko］ －＞ ク［ku］

プ[pu］

ポ[po］

－テ プ'[？

－＞

pｕ］

プ[pu］
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ないでしょうか。 頭化の特徴を持っていましたが，次第に（い

つの時代とは言えませんが）広母音・半広母

音の前で子音の喉頭化がゆるむという変化が

始まります。広母音・半広母音は口を大きく

開ける発音ですから，狭母音に比べて喉頭化

がゆるみやすかったわけです。喉頭化がゆる

むと，無気音（息が出ない発音）だったもの

が有気音（息が出る発音）に変わります。そ

して，もっと息の量が多くなると，ｈ（摩擦

音）に変わります。一方，狭母音ｉ，ｕの前

では喉頭化が保たれやすかったので，キル

ク'・ピ'・プにはあまり変化が起きませんで

した。

以上は喉頭化子音を比較的よく残す龍郷町

方言と塩道方言の歴史ですが，立長方言では

第２段階目で，母音の種類にかぎらず喉頭化

がゆるむという変化が起きました。ただし，

ケ'．．'の方はケ［ke］．．［ko］からキ［ki］

・ク［ku］を経てこ［Piルフ［Fu］まで変

化しているのに，キ'・ク『の方はキ［kiルク

[ku]で変化が終わっていますから，やはり，

広母音・半広母音を持つ音では変化がいっき

に進み，狭母音を持つ音では変化が遅かった

と言えそうです。

このような変化プロセスを設定すると，奄

美・沖縄で起きた変化は，一貫して喉の緊張

をゆるめ，息の出る量を増やすという変化だ

ったと説明することができます。中本（197

6）では，いったん喉頭化した?ｋや?ｐが，次

には喉頭化をなくして，またｋやＰにもどる

といった，行ったり来たりの変化を考えてい

ますが,このような変化はかなり不自然です。

ことばの変化を考える際には，変化の方向'性

が大切なのです。

ところで，無気喉頭化が奄美・沖縄方言の

根源的な特徴だったとすると，このことはい

ったい，何を意味するのでしょうか。無気音

というと,以前からも指摘されているように，

中国語や韓国語の無気音との関連を思い浮か

べてしまうのですが，これについては軽々に

◆龍郷町方言

力行ガ［?ka］→力［ka］

キ’［?ki］

ケ’［?ke］→ケ［ke］→クィ［kr］

ク’［?ku］

。［?ko］→．［ko］→ク［ku］

ハ行（［?pa］→パ［pa］→ハ［ha］

ﾋﾟ'[?pi]→ﾋﾟ[pi]→ヒヒi]

ペ’［?pe］→ペ［pe］→ブイ［pii］

→フゥィ［Fid

プ’［?pu］→プ［pu]－－フ［Fu］

ポ,［?pｏ]→ポ[p｡]→プ[pu]／

◆塩道方言

力行力’［?ka］→力［ka］→ハ［ha］

キ’［?ki］→チ’［?tji］

ケ’［?ke］→ケ［ke]→キ［ki]→上［9i］
ク’［?ku］

。［?ko]→．［ko]→ク［ku]→フ［Fu］

ハ行（［?pa］→パ［pa］

三鵬二亘圏／ピ[,〔
プ’［?Pu］

ポ’［?po］→ポ［po］→プ［pu］

◆立長方言

力行力’［?ka］

キ’［?kｎ

ケ’［?ke］

ク［?ku］

。［?ko］

ハ行パリ［?Pa］

ピ’［?pi］

ペ’［?Pe］

プ，［?Pu］

ポ’［?PC］

[ka］→ハ［ha］

[ki］

[ke］→キ［ki］→ｕ９ｉ］

[ku］

[ko]→ク[ku]→フ[Fu］

[Pa］

刑
ヰ
ガ
ザ
弧
訓
卍
秋
。
刀
茄

[pi］

[pe］
ラテピ[pi］

闘う
プ［pu］

最初は，すべての力行子音，バ行子音が喉

1３



N０．１２2004年１１月号奄美ニューズレター

結論を出すべきではないでしょう。さらに詳

しい検討をまつことにします。

付記

与論島立長方言,喜界島塩道方言の用例は，

主に中本正智（1976）から引用しました。
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